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日本ではサービス経済化等の進展に伴い、就業構造も変化してきた。経済成長の鈍化、グローバ
ル化といった環境変化の中で、日本経済が持続的に成長し、雇用と所得の拡大を実現していくため
には、企業と労働者の双方が構造変化に対応することが必要である。「平成25年版労働経済の分析」
では、産業の新陳代謝等を通じた競争力の強化、成長に資する人材の確保・育成などとともに、労
働者の意欲と能力が発揮され、企業が活性化するための働き方の構築が必要であるという観点から
分析を行った。
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